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千千千葉葉葉市市市民民民会会会館館館大大大 ホホホーーールルル他他他    

「消費者庁の取組と今後の課題、地域との連携・協働に

ついて」 

 

◆◇◆プログラム◆◇◆ 

□□□   JJJRRR 千千千葉葉葉駅駅駅徒徒徒歩歩歩７７７分分分   

千千千葉葉葉県県県千千千葉葉葉市市市中中中央央央区区区要要要町町町 111---111   
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「連携・協働による消費者教育の推進」 

コーディネーター 西村 隆男氏 （横浜国立大学教授） 

ほか、教育関係者、消費者団体、消費者行政関係者等 

◆「消費生活ネットワーク新潟」の取組について 
◆東京都と連携した消費者市民社会の構築に向けた取組 

◆リコール制度に関する消費者アンケートの取組 

平平平成成成 222555 年年年度度度   関関関東東東ブブブロロロッッッククク   

地地地方方方消消消費費費者者者グググルルルーーープププ・・・フフフォォォーーーラララムムム   iiinnn   千千千葉葉葉   

消消消費費費者者者教教教育育育フフフェェェスススタタタ iiinnn 千千千葉葉葉   
  

  
 

30 日（木）消費者教育フェスタ（12:30～16:30） 

  昼食休憩 （12：00～13：00）  
消費者啓発出前劇の公演（いちぶんネット） 

「みんなで学び、つながりを広げるために」 

小グループに分かれて、「地域」「連携」「消費者教育」な

どをキーワードとし、地域での取組や今後の活動の方向

性などについて意見交換・交流を行います。 

 

 

30 日終日プログラム 12:30～16:30   

企業・団体等による消費者教育の教材・資料の展示 

  

 

開会挨拶 

四代目江戸家猫八氏と萩原なつ子氏（立教大学２１世紀

社会デザイン研究科教授）とのトークイベント 

『１００年以上続く、伝統芸の動物ものまね芸を通して考え

る「消費者市民社会」』 
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千千千葉葉葉市市市立立立   

□□□   JJJRRR 総総総武武武線線線西西西千千千葉葉葉駅駅駅徒徒徒歩歩歩 111555 分分分   
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□□□   千千千葉葉葉都都都市市市ﾓﾓﾓﾉﾉﾉﾚﾚﾚｰーーﾙﾙﾙ天天天台台台駅駅駅   徒徒徒歩歩歩 777 分分分   

 

 

 

31 日（金）グループ・フォーラム（10:00～15:50） 

入入入場場場無無無料料料   無無無料料料託託託児児児付付付   

入入入場場場無無無料料料   

   要要要約約約筆筆筆記記記付付付   
   手手手話話話通通通訳訳訳付付付   

トークイベント 

開会挨拶 

◆小学校・中学校における公開授業 

◆企業・団体等によるデモンストレーション授業 

◆消費者教育の幅広い実践に向けて～学校における 

取組を例に～ 

 

文部科学省 

 閉会挨拶 

基調講演 

パネルディス 

カッション 

「地方消費者グループ・フォーラム」・ 

「消費者教育フェスタ」連携開催プログラム 

取組報告 

分散会交流 

まとめ閉会 

消費者団体からの取組事例報告 

【１月３１日：地方消費者グループ・フォーラム】 

主催： 地方消費者グループ・フォーラム（関東ブロック）実行委員会・消費者庁  協力： 文部科学省・社会的責任に関する円卓会議   

 

実行委員会、消費者庁  
 

消費者庁次長  山崎史郎 
 

平平平成成成 222666 年年年   

１１１月月月３３３１１１日日日（（（金金金）））   

「私」から始まる身近な消費者教育 

～消費者市民社会を目指して～ 

 

学校での取組 

今年度は、昨年 12 月に施行された消費者教育推進法を受け、『みんなで学ぼう、つながり
を広げよう～消費者教育と地域での連携・協働を考える～』をテーマとし、1 月 30 日（木）
に開催する文部科学省主催の『消費者教育フェスタ』との連携企画を交え、地域での実践事
例を共有し、消費者市民として自らの行動を考えるきっかけの場とします。 
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保護者お名前 お子様お名前 フリガナ 年齢（生後 3 ヶ月以上） 

    
    

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千葉市民会館 大ホール他  

千葉県千葉市中央区要町 1-1   

 

 
 

会場のご案内 

◎ 各団体で参加希望者を取りまとめて、ファックスまたはメールでお申し込み下さい。 

◎ 31 日（金）にご参加の方について、会場内外の飲食店が少ないため、昼食はご持参いただくか、お弁当をご予

約ください。（お弁当代：税込 1,000 円。当日受付でお支払い下さい。お釣りの無いようお願いします。） 

◎ 31 日（金）については無料の託児をご用意しています。下記申込書よりお申し込み下さい。（生後 3 ヶ月以上） 

◎ 31 日（金）の分散会交流については、会場の関係で２５０名を定員とさせていただきます。 

参加希望者多数により人数調整をさせていただく場合のみ、１月１６日（木）までに申込者へご連絡いたします。 

消費者団体千葉県連絡会  TEL：043-224-7753 

 

参 

加 

申 

込 

書 

団
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 連絡担当者名 お名前のフリガナ 

  

ご
連
絡
先 

〒 

電話 Fax 

参
加
希
望
者 

 お名前 フリガナ 
団体等に 

おける役職 

参加を希望する箇所に○をつける 
昼食弁当 

ご希望 30 日 31 日 
３１日 

分散会交流 

代表者      
参加 

不参加 
有・無 

2      
参加 

不参加 
有・無 

3      
参加 

不参加 
有・無 

 

お申込締切 

１月９日(木) 

★視覚･聴覚等､介助をご希望の方は
お知らせ下さい。できる限り環境を
整えます。 
 

お問合せ先 

㈲ビジョンブリッジ 「地方消費者グループ・フォーラム in 関東」係

E-mail：groupforum@visionbridge.jp 

FAX  ：03-5331-3239 

 

※ここに記載いただく個人情報は、「地方消費者グループ・フォーラム in 千葉」以外には使用しません。 

【参加希望者のお名前】３名以上の参加ご希望の場合は、申込用紙をコピーしてご記入下さい。 

 ※上記連絡担当者も参加される場合は下記にもご記入願います。楷書ではっきりとご記入ください。 

 

お
申
込
み
先 

千葉市立 轟町小学校･中学校 
千葉県千葉市稲毛区轟町 3-4-30 

 

 
 

※文部科学省主催の消費者教育フェスタに関するお問合せは下記までお願いいたします。 

 お問合せ：文部科学省生涯学習政策局男女共同参画学習課消費者教育推進係  

            電話 ０３－５２５３－４１１１（内線 ３４６２） 


